
学長のリーダーシップの下、優先課題として全学的な独自色を大きく打ち出す研究に取り組む私立大学に
対し、施設費・装置費・設備費と経常費を一体的に支援

私立大学研究ブランディング事業
平成２８年度予算額 ７２.５億円【新規】

※「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の継続採択分の支援を含む

支援対象

補助条件イメージ

地域の経済・社会、雇用、文化の発展や特定の分野の発展・深
化に寄与する研究

・特定の地域あるいは分野における、地域の資源活用、産業の振興・観光資

源の発掘・文化の発展への寄与、起業や雇用の創出等を目的とするもの

・申請は地方大学※1又は中小規模大学※2に限定
※1 三大都市圏（定義は首都圏整備法等を活用）以外に所在 ※2 収容定員8,000人未満

先端的・学際的な研究拠点の整備により、全国的あるいは国際
的な経済・社会の発展、科学技術の進展に寄与する研究

・学際・融合領域・領域間連携研究により新たな研究領域の開拓、生産
技術の確立や技術的課題への大きな寄与、国際連携等のグローバルな
視点での横断的取組、社会的ニーズに対応した知の活用等を目的と
するもの

選定方法イメージ

タイプＢ【世界展開型】（Research Center  for the  World）タイプＡ 【社会展開型】（Research Center  for  Ｓociety）

【研究体制】学長のリーダーシップの下で全学的優先課題としての設定や研究体制の整備の状況
事業計画への記載、学内予算及び人的資源の重点的・効率的配分、教育への展開計画の策定など、全学的優先課題として位置付けされているか。
研究活動・研究業績に係る点検・評価を実施し、その結果を研究組織あるいは全学的な管理運営に反映する体制が整備されているか。
研究活動の進捗管理及び支援に係るマネジメント体制、学内外の連携体制が整備されているか。 等

・各年度の申請は１大学１件限り

・文部科学省ホームページやシンポジウム等において各大学が打ち出す研究ブランド力を集約して発信

・各大学における研究の進捗状況及び成果の発信・普及を義務付け

・補助対象事業費の下限額：施設・装置1,000万円（予定）、設備500万円 経常費は最大５年間にわたり措置

研究設備経常費

研究施設

【研究内容】
科学的・技術的意義や社会的・経済的意義がある研究内容か。
研究成果が貢献・寄与する程度が明確に想定され、実現可能性があるか。
グローバルな視点・独自性・新規性があり、研究内容との関連が明確にされているか。 等

【研究内容】
期待される研究成果が明確であり、全学的優先課題として適切か。
研究成果が波及する対象との連携体制が整備されているか。
打ち出そうとするブランド力に独自性・新規性があり、研究内容との関連が明確にされ
ているか。 等

研究体制と研究内容を総合的に審査

［ 施設・装置：５.５億円 設備：１７億円 経常費：５０億円 ］

３０～４０件程度選定




